
Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

１ 設備設計 － 基本設計仕様を整理

料金所及び設備工事 －

■宮津与謝道路：H２２完成目標 工程管理及び法手続等の実施 ○ ３月１２日開通

用地取得の推進 ○ 約９割契約済

計画的な工事発注の実施 ○ 本線下部工を発注

高い技術力を活かした的確な調査設計の実施 △ ＩＰ化
※１

、地盤対策業務を実施

臨場を基本とした工事監理の実施 ○ 低入札工事等で実施

京都府道路公社優良工事等表彰制度の創設 ○ ３月３０日制度創設

■無事故無災害工事の継続 安全対策協議会による安全管理の実施 ○ 無事故工事を継続

パトロール等２４時間管理管制の継続実施 ○ 継続実施

万全の雪氷体制による冬期安全通行の確保 ○ ２業者体制で実施

交通事故多発箇所の原因究明と対策の実施 －

効果的な動物侵入対策の検証と実施 △ 新たな侵入箇所を補強

のり面等防災点検の定期的実施 －

管理運営計画の策定 × 基本条件の確認のみ

組織・人員、管理拠点・設備配置等の準備 －

京都府との管理協定及び受委託契約の締結 ○ 締結済

関係機関と連携した防災マニュアルの整備 ○ 宮津与謝道路維持管理業務要領（案）を作成

宮津天橋立～京丹波わち間の全橋梁の点検 ○ ６橋の点検を実施

橋梁点検結果に基づく維持管理計画の策定 －

排水機能保持を主眼に置いた舗装現況調査の実施 －

全設備に係る定期保守・点検の実施 ○ 計画的に順次実施

電気通信・機械設備の更新計画の策定及び実施 －

Ｈ２２実施状況

■京都縦貫自動車道と一体となった宮
　津与謝道路の安全かつ効率的な維持
　管理の実施

安全・安
心で快適
な道路空
間の提供

■丹波綾部道路：H２６完成目標

■野田川大宮道路：H２０年代半ば完
  成目標に向け整備推進

■高速道路にふさわしい高い安全性及
  び工事品質の確保

京都府道路公社中期経営計画　実施状況チェック表（平成２２年度末）

実　施　計　画　年　度
施策テーマ 達　成　目　標 目標達成のための具体的取り組み等

（凡例）　　　　　　　　計画策定、実施（初年度）　　　　　　　　　実施（継続等）

■死亡事故ゼロの継続・効果的な事故
  防止等の実施

■丹波綾部道路の全線開通を見据えた
  管理運営計画の策定及び実施

■橋梁・舗装・設備に係る維持管理計
　画の策定

策 定 実 施



■橋梁耐震補強対策の推進 Ｈ８道路橋示方書に合致する耐震補強対策の実施 －

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ・ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ等における案内標識の改善 ○ 必要箇所は実施済

フリー入力型道路情報板への更新 －

分かりやすい路面表示、視線誘導等の実施 ○ 必要箇所は実施済

■タイムリーな道路交通情報の提供 道路交通情報通信ｼｽﾃﾑ(VICS)整備の検討 × 平成２３年度実施予定

新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞを想定した事業継続計画(BCP)の作成 －

高速道路での緊急事態を想定した関係機関との連携
による総合防災訓練の定期実施

○ ３月７日に宮津与謝道路総合防災訓練を実施

２ 関係機関への道路情報の積極的提供 ○ 月間交通量の定期報告開始

沿線市町、関係団体との定期懇談会の開催 △ 役員が市町・団体等幹部と懇談

沿線市町、関係団体との共同事業の実施 ◎ １０月に「美味しさいっぱい沿線特産市」を開催

沿線企業ヒアリングの実施 × 平成２３年度実施予定

住民参加型イベント（プレイベント等）の開催 ○ 宮津与謝道路のプレイベントに参加（３月６日）

■由良川パーキングエリアを拠点とし
た地域支援

地元農産物の販売等地域活性化イベントの支援 ○ 地域による農産物の直売を支援

■由良川パーキングエリア整備計画の
策定・実施

由良川ＰＡ魅力向上プラン（仮称）の策定 －

日照対策施設の設置 ○ ９月に設置

清潔で使いやすいトイレ等管理レベルの向上 －

通勤時間帯割引の実施効果の検証 －

沿線の企業活動等に寄与できる割引制度の検討 －

３
美しい道づくりのためのおもてなし植栽計画の策定
及び実施

－

貴重植物の保護、滝等に配慮した水文調査の実施 ○ 水文調査、植物調査を実施

ＬＥＤ照明への更新 ◎ 料金所設備で一部採用

由良川ＰＡ等における急速充電器の整備 －

太陽光など自然エネルギーの積極的活用 －

道路利用者等に対するアンケート調査の実施 －

利用者意見をくみ取りやすいホームページづくり × 平成２３年度実施予定

利用者からの意見等の全社的情報共有の推進 －

改善事例も含めた対応マニュアルの整備 －

人と自然
にやさし
い道づく
り

■緊急時（地震、大規模車両火災、多
　重衝突事故等）における態勢の確保

地域活性
化に貢献
する道路
の創造

■沿線市町及び関係団体等との連携強
　化

■快適性向上を目指した由良川ＰＡの
　維持管理

■地域活性化及び京都縦貫自動車道利
　用促進に資する公社独自割引の検討

■豊かな自然環境に配慮した道路の整
　備

■利用者にわかりやすい案内標識、道
　路情報板等の充実

■地球温暖化防止対策の推進

■道路利用者等の意見を積極的に聞く
　仕組みづくり

■利用者意見を経営に反映させるシス
　テムの構築

策 定 実 施

宮津野田川道路 丹波綾部道路



４ 管理運営計画の策定 × 基本条件の確認のみ

組織・人員、管理拠点・設備配置等の準備 －

本社と事務所が情報共有できるシステムの整備 －

バックアップ機能を有するシステムの整備 －

公社技術向上会議の充実 ○
技術報告会（京都府建設技術協会主催）で事業報告
全国建設技術協会の全建賞にエントリー

技術習得のための先進地視察及び研修参加 ○ ５回（延べ６人）参加

宮津野田川道路建設報告書の作成 －

■職員が仕事の成果を実感できる取組
　の実施

道路公社全部門参加による業務発表会の開催 × 平成２３年度実施予定

５ 直近３ヶ年の財務諸表等の公表 －

役員報酬や職員給与等に係る情報公開の推進 △ 公開方針を決定

本社・事務所間の定期的相互監査の実施 ○ 実施済

公認会計士等による外部監査の導入 －

公社ホームページにおける地域情報の発信 ○ １１月から沿線イベント情報の発信を開始

道路に関する情報を分かりやすく適時に提供 △ 通行や工事状況を発信、更なる努力が必要

沿線地域でのみちづくりかわら版の継続配布 ○ ９回発行

工事見学会、道路見学会の積極的実施 ○ ４回実施し、延べ２２７人が参加

野田川大宮道路パンフレットの作成 －

沿線市町等と連携したキャンペーン等の継続実施 ○ ほっこり丹後キャンペーン
※２

を実施

京都市等府南部地域での情報発信の強化 △ 自動車販売店でチラシ配架を試行実施

道路公社の広報媒体における企業広告の導入 －

利用者特性の調査分析と利用促進策への反映 －

車両リースや電気料金低減等新たな低減策の実施 △ トンネル等の電気料金を低減（Ｈ２１から継続）

資金調達先の選定、調達金利の軽減策の検討 －

「信頼確保のための心得」のさらなる徹底 ○ 事務局長通知により徹底

情報セキュリティ対策基準の策定及び実施 ○ ６月１日に対策基準を策定

【実施状況の評価基準】◎：計画以上に実施、○：計画どおり実施、△：計画に沿って一部実施、×：未実施

　※１　現場近くに監視専用のサーバーを設置し、光ケーブルを通じて遠隔操作できるようにすること

　※２　NEXCO西日本関西支社、丹後広域観光キャンペーン協議会と共同で観光キャンペーンを実施（H22.11.6～H23.2.28）

働きがい
のある職
場づくり

公正・透
明で健全
な公社経
営

■経営に関する資料等の積極的公表

■監査制度の強化・充実

■ホームページを活用した情報発信の
　促進

■高い安全性を有する情報システムの
　整備

■コンプライアンスの徹底

■沿線市町等と連携した情報提供の実
　施

■観光振興と連携した利用促進策の推
　進

■新たな収入確保のための取組実施

■管理コスト等低減のため取組実施

■高い技術力の継承を更なる向上

■京都縦貫自動車道の管理運営にふさ
　わしい組織体制の整備

策 定 実 施


